
令
和
元
年
六
月
十
二
日
提
出

質
問
第
二
一
八
号

横
須
賀
で
の
石
炭
火
力
発
電
所
建
設
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

早

稲

田

夕

季
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横
須
賀
で
の
石
炭
火
力
発
電
所
建
設
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書

集
中
豪
雨
や
洪
水
、
干
ば
つ
と
い
っ
た
異
常
気
象
が
世
界
的
に
多
発
し
、
気
候
変
動
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
、
二
〇
二

〇
年
以
降
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
等
の
た
め
の
新
た
な
国
際
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
に
基
づ
く
気
温
上
昇
「
一
・
五
〜

二
℃
目
標
」
の
達
成
と
脱
炭
素
化
の
早
期
実
現
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の

「
一
・
五
℃
特
別
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば
地
球
の
平
均
気
温
は
早
け
れ
ば
二
〇
三
〇
年
に
は
工
業
化
以
前
に

比
べ
て
一
・
五
℃
上
昇
す
る
と
さ
れ
、
こ
の
先
十
年
の
二
酸
化
炭
素
削
減
が
鍵
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
世
界
は
「
脱
石
炭
」
に
向
か
っ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
世
界
二
十
八
カ
国
が
、
遅

く
と
も
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
国
内
の
石
炭
火
力
発
電
所
を
す
べ
て
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
、
ま
た
金
融
機
関
や
投
資
家
な
ど
が

石
炭
関
連
産
業
か
ら
投
融
資
を
撤
退
す
る
一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
融
資
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
日

本
で
は
、
二
〇
一
二
年
以
降
に
計
画
さ
れ
た
石
炭
火
力
発
電
所
が
二
十
基
以
上
も
あ
り
、
世
界
的
な
「
脱
石
炭
」
の
流
れ
に
明

ら
か
に
逆
行
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

神
奈
川
県
に
お
い
て
も
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
に
よ
る
（
仮
称
）
横
須
賀
火
力
発
電
所
新
一
・
二
号
機
建
設
計
画
（
以
下
、

「
本
事
業
」
と
す
る
。
）
が
あ
り
、
新
規
建
設
に
向
け
た
本
格
工
事
が
今
年
八
月
一
日
に
も
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

一



本
事
業
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

二
〇
一
八
年
八
月
十
日
、
本
事
業
の
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
対
す
る
環
境
大
臣
意
見
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
意
見
書
に

お
い
て
中
川
雅
治
環
境
大
臣
は
、
本
事
業
に
よ
り
「
追
加
的
な
二
酸
化
炭
素
の
年
間
排
出
量
は
七
百
二
十
六
万
ト
ン
程
度
に

も
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
環
境
保
全
面
か
ら
は
極
め
て
高
い
事
業
リ
ス
ク
を
伴
う
」
も
の
で
あ
る
と
し
、
事
業
者
に
対
し
て
は
、

そ
の
こ
と
を
改
め
て
自
覚
し
、
「
二
〇
三
〇
年
度
及
び
そ
れ
以
降
に
向
け
た
本
事
業
に
係
る
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
の
取
組

へ
の
対
応
の
道
筋
が
描
け
な
い
場
合
に
は
事
業
実
施
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
勘
案
し
て
検
討
す

る
こ
と
が
重
要
」
だ
と
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
指
摘
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
、
本
事
業
の
着

工
を
八
月
か
ら
開
始
す
べ
く
準
備
工
事
を
進
め
て
い
る
。
現
時
点
で
国
は
、
本
事
業
が
環
境
保
全
面
か
ら
妥
当
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
て
い
る
の
か
、
見
解
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
二
〇
一
六
年
五
月
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
八
十
％
削
減
を
目
指
す
と
の
目
標
（
以
下

「
二
〇
五
〇
年
目
標
」
と
い
う
。
）
及
び
、
二
〇
三
〇
年
度
に
二
〇
一
三
年
度
比
で
二
十
六
％
削
減
す
る
と
の
目
標
（
以
下

「
二
〇
三
〇
年
目
標
」
と
い
う
。
）
を
、
目
標
達
成
の
た
め
の
措
置
と
と
も
に
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
と
し
て
閣
議
決
定
済

み
で
あ
る
。
問
一
に
示
し
た
と
お
り
、
環
境
大
臣
意
見
で
は
「
二
〇
三
〇
年
度
及
び
そ
れ
以
降
に
向
け
た
本
事
業
に
係
る
二

二



酸
化
炭
素
排
出
削
減
の
取
組
へ
の
対
応
の
道
筋
が
描
け
な
い
場
合
に
は
事
業
実
施
を
再
検
討
す
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
二
〇
三
〇
年
目
標
及
び
二
〇
五
〇
年
目
標
に
整
合
す
る
道
筋
を
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
政
府

に
示
し
た
の
か
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

本
事
業
の
環
境
影
響
評
価
で
は
、
火
力
発
電
所
リ
プ
レ
ー
ス
に
係
る
環
境
影
響
評
価
手
法
の
合
理
化
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
二
〇
一
二
年
）
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
親
会
社
で
あ
る
東
京
電
力
フ
ュ
エ
ル
＆
パ
ワ
ー
株
式

会
社
が
、
本
事
業
が
石
油
を
燃
料
と
す
る
三
〜
八
号
機
及
び
軽
油
・
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
非
常
用
設
備
一
・
二
号
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
発
電
設
備
を
廃
止
し
、
新
た
に
石
炭
を
燃
料
と
す
る
発
電
設
備
（
出
力
約
百
三
十
万
ｋ
Ｗ
）
を
設
置
す
る
こ
と
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
「
改
善
リ
プ
レ
ー
ス
」
で
あ
る
と
し
て
、
環
境
影
響
評
価
の
調
査
の
一
部
が
省
略
さ
れ
て
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て

き
た
。
そ
し
て
、
三
〜
八
号
機
の
六
基
（
石
油
）
と
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
二
基
を
「
既
設
稼
働
時
（
現
状
）
」
と
し
た
う
え

で
、
既
設
稼
働
時
の
「
現
状
」
と
は
い
つ
の
時
点
で
あ
る
か
を
示
さ
な
い
ま
ま
、
新
設
す
る
石
炭
火
力
と
を
比
較
し
、
環
境

負
荷
の
低
減
を
謳
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
二
〇
〇
一
年
時
点
で
、
設
置
さ
れ
て
い
る
発
電
所
設
備
の
七
割
で
恒
常
的
な
稼
働
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
二
〇

〇
五
年
ま
で
に
三
・
四
号
機
を
除
く
す
べ
て
の
発
電
所
が
「
長
期
計
画
停
止
」
の
対
象
と
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
に
は
す
べ
て

三



の
発
電
機
が
「
長
期
計
画
停
止
」
と
な
っ
た
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
、
東
京
電
力

は
横
須
賀
火
力
発
電
所
の
再
稼
働
を
目
指
し
た
が
、
再
稼
働
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
二
号
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
と
三
・

四
号
機
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
発
電
機
も
二
〇
一
三
年
に
は
再
び
長
期
計
画
停
止
と
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
る
。

（
�
）

横
須
賀
火
力
発
電
所
の
一
九
八
〇
年
以
降
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
推
移
を
、
政
府
が
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
経
年
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

本
件
既
設
発
電
所
の
稼
働
時
（
現
状
）
に
つ
い
て
、
い
つ
の
時
点
の
排
出
量
を
「
現
状
」
と
し
て
適
用
し
た
の

か
、
ま
た
、
そ
の
時
点
を
「
現
状
」
と
し
た
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

燃
料
を
石
油
か
ら
石
炭
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
発
電
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
係
数
が
六
百
二
十
七
ｇ
／

ｋ
Ｗ
ｈ
か
ら
七
百
四
十
九
ｇ
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と
増
加
す
る
こ
と
は
事
業
者
が
環
境
影
響
評
価
準
備
書
で
示
し
て
い
る
と
お

り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
事
業
を
「
改
善
リ
プ
レ
ー
ス
」
と
す
る
妥
当
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
お
考
え
を
示
さ
れ
た

い
。

（
�
）

新
規
発
電
所
の
建
設
・
稼
働
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
過
去
ま
た
二
十
年
間
の
排
出
を
超
え
る
二
酸
化
炭
素
排
出

四



量
が
見
込
ま
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
妥
当
」
だ
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
環
境
影
響
評
価
手
続
き
の
審
査

過
程
に
お
い
て
、
ど
の
時
点
で
妥
当
だ
と
判
断
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
た
い
。
そ
の
場
合
の
設
備
利
用
率
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

二
〇
一
九
年
二
月
十
五
日
、
経
済
産
業
省
は
、
「
中
部
電
力
株
式
会
社
、
東
京
電
力
フ
ュ
エ
ル
＆
パ
ワ
ー
株
式
会
社
、
株

式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
か
ら
提
出
さ
れ
た
『
事
業
再
編
計
画
』
に
つ
い
て
、
産
業
競
争
力
強
化
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
審
査
し
た
結
果
、
同
法
第
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
事
業
再
編
を
行
う
も
の
と
し
て
、
同
法
で
定
め
る
認
定
要
件

を
満
た
す
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
『
事
業
再
編
計
画
』
の
認
定
」
を
行
っ
た
と
公
表
し
た
。
こ
の
認
定
に
よ
り
、
中
部
電
力

株
式
会
社
、
東
京
電
力
フ
ュ
エ
ル
＆
パ
ワ
ー
株
式
会
社
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
会
社
分
割
に
伴
う
不
動
産
の
所
有
権
移
転

登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
の
軽
減
措
置
及
び
指
定
金
融
機
関
（
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
）
に
よ
る
長
期
・
低
利
の
大

規
模
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
承
知
し
て
い
る
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
本
事
業
の
開
発
資
金
と
し
て
調
達
さ
れ
た

二
千
七
百
二
十
億
円
の
融
資
は
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
ほ
か
五
つ
の
銀
行
が
加
わ
っ
て
行
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
日
本
政
策
投

資
銀
行
に
よ
る
本
事
業
へ
の
融
資
額
を
示
さ
れ
た
い
。

五

本
年
五
月
十
五
日
に
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
が
環
境
・
社
会
ポ
リ
シ
ー
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
改
定

五



し
、
石
炭
火
力
発
電
へ
の
融
資
方
針
を
強
化
し
た
こ
と
は
、
数
日
前
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
三
大
銀
行
が
石
炭
火
力
発
電
へ
の

新
規
融
資
停
止
を
表
明
し
た
こ
と
に
続
く
動
き
で
、
世
界
の
主
要
な
石
炭
火
力
発
電
へ
の
資
金
提
供
者
で
あ
る
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
方
針
転
換
は
、
金
融
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
大
き
な
変
化
を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
内
外
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
八
団
体
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
た
。
日
本
政
策
投
資
銀
行
も
、
同
様
の
方
針
転
換

を
速
や
か
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

六


